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渡邊 和馬（わたなべ かずま） 由木中央小 1年生 

作品名：まいごのビーチサンダル 

図書：まいごのビーチサンダル 

 

 このほんをてにとったのは、えがとてもきれいだったからです。とくに、サンが

うみにながされて、つきにひかりにてらされているページがすきです。つきのひか

りがきいろいじゅうたんのようでいいなとおもいました。でもこのえは、ひとりぼっ

ちになったビーチサンダルのサンがよるのうみでさみしくういているすこしさみし

いばめんでした。 

 はじめてのばしょできれいなものやたのしそうなところにきて、さいしょはよ

かったけどだんだんさみしくなるきもちはぼくにもあります。はじめてしょうがっ

こうにきたとき、しっているひとはいませんでした。でも、がっこうにうさぎがい

たり、はたけがあったりしてたのしそうなところだとおもいました。だけど、それ

をはなせるいつものともだちはいません。たのしそうなのに、たのしめないへんな

きもちになりました。 

 「みんなだれかとさよならしながらいきていくんだ。」とサンはきづきます。ぼく

もおなじでした。ほいくえんのともだちとさよならして、しょうがっこうであたら

しいともだちやせんせいにであいました。さいしょはひとりぼっちだったけどいま

ではクラスのほとんどのことともだちです。あたらしいともだちはぼくのことをよ

くしりません。ぼくは、じぶんのきもちをひとにうまくつたえることがにがてです。

つたわらなくてもまあいいかとあきらめてしまいます。でもせっかくさよならしな

がらいきていくならば、ぼくのことをしっかりしってもらいたいです。そのために、

こえをおおきくはなすこと、つたわるようなぶんしょうではなすことにきをつけた

いです。そしてともだちをいっぱいつくりたいです。 


